
日程 授業形態

1 １回目 実習

2 ２回目 実習

3 ３回目 実習

4 ４回目 実習

5 ５回目 実習

6 ６回目 実習

7 ７回目 実習

8 ８回目 実習

9 ９回目 実習

10 １０回目 実習

11 １１回目 実習

12 １２回目 実習

13 １３回目 実習

14 １４回目 実習

15 １５回目 実習

グラデーション＋セイムレイヤー　　　　　ウィッグ２

２ブロック　セイムレイヤー＋刈上げ　　　　ウィッグ２

デザインシート作成　　　　カット法・カラーリング法を的確に言葉で表現する

デザインシート作成　　　　カット練習　　　ウィッグ３

デザインシート完成　　　　カット・カラー練習　　　ウィッグ３

期末試験・期末試験フィードバック・成績評価

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

セイムレイヤーカット・刈上げの技術習得　　　　　　　ウィッグ１

ホイルワーク・アイロン技術を学ぶ　　　　ウィッグ２

ワンレングスカット（外ハネ）　セニングシザーの使い方・毛先カラー（ブリーチ）　ウィッグ２

ブリーチの特性と注意を知り、指定されたトーンに仕上げる　　　ウィッグ１

オンカラー　　ブリーチ後にムラなくカラー塗布する　　　　　　ウィッグ１

中間試験　ワンレングスカット（イングラ）で内巻きブロ―（デンマンブラシ）ウィッグ２

　【教員実務経験】

授業計画・内容

ワンレングスカットの復習　　　　　　　　　　　ウィッグ１

イングラデーションカットの技術習得　　　　　ウィッグ１

セイムレイヤーカットの技術習得　　　　　　　ウィッグ１

美容師としての現場経験、授業講師としても経験豊富な教員が授業展開をしていく

前期に学んだ基礎技術を応用し、自身のデザインを考え、形にすることを学ぶ。また現役美容師の技術を学び、実施する。スタイリングを含め、デザイ
ンを完成させる。

コース 美容師科１年　ヘアスタイリストコース
授業
形態

実習
単位
時間

2
60

曜日・時限

教員 藤雄貴子、岩田健志

　【到達目標】　デザインを浮かべ、それを形にするための基礎技術や応用力を習得する。基礎カットの応用、カラーリング基礎の応用、また現在サロンでどのように取
り入れられているかを知る。

　【授業の学習内容】　

2020年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 美容総合技術Ⅲ　（デザインカット＆カラー）
必修
選択

必修 年次 1 開講区分



カラーリング道具一式、カット道具一式、シャンプー、リンス、タオル、スタイリング用具一式、筆記用具、スマートフォンなど。または都度連絡

受講生への
メッセージ

　【使用教科書・教材・参考書】　 



火曜日

１・２限

小テスト・定期試験

小テスト１０点

中間試験２０点

小テスト10点

小テスト10点

期末テスト50点

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

　【教員実務経験】

美容師としての現場経験、授業講師としても経験豊富な教員が授業展開をしていく

前期に学んだ基礎技術を応用し、自身のデザインを考え、形にすることを学ぶ。また現役美容師の技術を学び、実施する。スタイリングを含め、デザイ
ンを完成させる。

藤雄貴子、岩田健志

　【到達目標】　デザインを浮かべ、それを形にするための基礎技術や応用力を習得する。基礎カットの応用、カラーリング基礎の応用、また現在サロンでどのように取
り入れられているかを知る。

　【授業の学習内容】　

2020年度　科目別　授業計画（シラバス）

後期



カラーリング道具一式、カット道具一式、シャンプー、リンス、タオル、スタイリング用具一式、筆記用具、スマートフォンなど。または都度連絡

　【使用教科書・教材・参考書】　 


